
出産後英語に携わる仕事を探していて、 ハローワークで JTE

の募集要項を見た時に、 恥ずかしながら英語に携われる仕事、

勤務時間と勤務地が自分の望む条件に一致したという理由で応募

しました。 出産前までは外資系のホテル、 クリニックでの仕事経

験しかなく、 JTE の経験も教員免許もなく、 ダメ元で面接を受け

たのですが、 幸運にも採用して頂き、 小学校 2 校で全学年の外

国語活動のお手伝いをさせて頂きました。

教えるという経験もなく、 小学生の英語レベルも分からず、 初

めの頃はとまどいや失敗ばかりだったのですが、 外国語活動が

英語だけではなく友だちや先生を知る活動でもあり、 コミュニケー

ション能力を育てる重要性を感じ、 また子ども達が外国語活動を

楽しんでいる姿を見るのが楽しくなり、 この仕事を長く続けたいと

思うようになりました。 同じ市内の小学校で JTE をされている先生

方と月 1 回定例会があり、 そこで初めて J-SHINE の資格を知り、

JTE として子ども達や外国語活動の知識を身に付けなければと思

い、 アルク児童英語教師養成コースを受講し小学校英語指導者

資格を取得しました。 その後、 必要指導時間数 （200 時間） に

達したので上級指導者資格取得のための申請手続きをし、 資格

を取得することができました。

■現在の活動状況■J-SHINE資格、上級指導者資格取得のきっかけ
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J-SHINE小学校英語上級指導者。
今年3月まで福岡県春日市の公立
小学校でJTEとして４年半勤務。 猪口由紀さん

今回はご自身の小学校時代の英語との出会いが一つのきっかけとなり、
担任の先生方が簡単な英語を使い、コミュニケーションの楽しさを子ども達
に伝えることが大事であると気付き、子ども達の楽しい英語体験のサポー
トを心掛けて活動されている猪口さんの実践報告です。

雇用状況は春日市学校教育課所属で嘱託職員として最長 5 年

契約、 小学校 2 校、 年間 133 日、 8 ： 15 ～ 15 ： 00 勤務 （8 月

は任用、 給与なし）、 定額月給を頂いています。

5、 6 年生は “Hi, Friends!” を使って年間 35 コマ、 3、 4 年生は

20 コマ、 1、 2 年生は 12 コマ、 1 ～ 4 年生は市の基底カリキュラ

ムに沿って活動をしています。

活動の打ち合わせは事前に各学年の英語担当の先生とし、 英

語担当の先生から各クラスの担任の先生に内容を伝えて頂いてい

ます。 教育課からは担任の先生が指導案、 教材準備、 活動進

行をし、 JTE はそのお手伝いをするよう指導されていますが、 実

際英語に苦手意識を持っておられる先生は少なくなく、 ティーム

ティーチングでも私が T1 になる事が多いのが現状です。 できるだ

け担任の先生にも一緒に活動して頂きたいので、 無理強いしない

程度に子どもの指名、 デモストレーションやゲームに参加して頂く

ようお願いしています。 先生によって意識も異なり、 強要する事

によって先生とコミュニケーションをとり辛くなる事は避けたいの

で、 活動の進め方は各先生に合わせています。

子ども達は各クラス、 学年、 時間帯などによって特色はありま

すが、 基本的に素直で外国語活動を楽しんでくれているように見

えます。 廊下ですれ違う時に “Hello!” と挨拶してくれたり、 活動

の後に学習したフレーズを自然に英語で言ったり、 「今日したゲー

ムまたやりたい！」 「習った英語、 全部言えるようになったよ！」

など感想を言ってもらえると、 子ども達にとって英語が身近なもの

になっていると実感でき本当に嬉しくなります。



自身の課題は基本的な事かもしれませんが、 ティームティーチ

ングの定着とレベル向上です。 子ども達の英語のレベルアップも

重要な課題ですが、 子ども達の性質や性格を理解されている先

生方が ALT、 JTE の発言や音声教材を活用しながら積極的に外

国語活動を進める事によって、 子ども達の英語の定着度も上がる

と信じています。

先生方は学級運営以外にも児童、 保護者の対応、 研修、 出張、

行事などで本当にお忙しく、 外国語活動に対する意識を変える事

は容易ではありませんが、 少しずつでも一緒に外国語活動を楽し

んで頂いて、 英語が話せないから教えられないのではなく、 簡単

な英語で子ども達には十分通じて、 英語は楽しい！コミュニケー

ションをとる事は楽しい！と言う気持ちを子ども達に伝える事がで

きると思って頂けるような支援をしていきたいものです。

私自身、 小学生の頃に英語の授業があり、 当時は今のように

歌を歌ったりゲームをしたりという楽しい学習ではなく、 ネイティブ

の先生が来られて終始英語で話され、 英語での挨拶やフラッシュ

カードを使って発音練習したり、 ワークブックに英単語を書いたり

塗り絵をしたりという内容で、 担任の先生は見守るだけでしたが、

時々ネイティブの先生に質問されて一生懸命英語で答えようとされ

ている担任の先生はすごいなと思った事を覚えています。 その当

時は特に英語が好き、 得意だとは思っていませんでしたが、 将

来英語を話せるようになる！と根拠もなく信じていました。 そのお

陰で中学校に入っても英語の授業に抵抗なく進む事ができ、 英語

への興味も無くす事なく学習を続けられたと思っています。 今すぐ

成果が出なくても、 将来子ども達が小学校の外国語活動があって

良かった、 英語でコミュニケーションを取れるようになったと思って

もらえたら、 と願っています。

経験も浅く未熟者ですが、 上級指導者資格まで取得させて頂い

たので、 これからも小学校の外国語活動に関わり経験を活かして

行きたいと思っています。

■今後の展望、課題、目標

今月の花　ミヤマカスミザクラ

＊J-SHINE 通信 Web ページ

この 2017 年 4 月号をはじめ、 過去に発行した

J-SHINE 通信はすべて J-SHINE の Web サイト

から配信しています。

こちらからご覧ください。

http://www.j-shine.org/tsuushin.php


